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  審  査   の   要   旨 
著者は、ビックデータ時代に対応する震源の同定、震源決定の新手法を開発し、新しい震源カタログを用い
て地震活動の統計学的特徴を明らかにした。 
著者が開発したIPF法は2016年12月に気象庁の緊急地震速報システム（EPOS：地震活動等総合監視システム）
に導入されており、PF法は2016年4月から気象庁の地震観測システム（REDC：地域地震情報センターデータ処
理システム）に導入されている。著者が提案した新手法により、緊急地震速報システムの精度が向上したのみ
ではなく、地震カタログの質と量が向上した。例えば、気象庁がPF法を導入した直後に発生した2016年熊本地
震では、4月14日から5月31日までの1か月半の間に70,000個近くの地震を検出（平常時は全国で10,000～15,0
00個/月）し、地震活動の監視、把握等に極めて有効であった点は特筆に値する。 
また、新しい地震カタログから明らかになった前震活動の特性は、本震発生のリスクを理解し、評価する上
で有益であろう。 
平成31年2月4日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
